
国際シンポジウムINTERPRAEVENT2018に参加

H30.10.17 砂防課

世界各国から防災関係の研究者・技術者が集まり幅広く交流する

国際シンポジウムINTERPRAEVENT2018（インタープリベント2018）
～変動帯における大規模な土砂災害と減災対策～

が10月1日～4日にかけて富山市で開催されました。

砂防課は、紀伊半島大水害後に取り組んだ砂防行政について広く世界に情報発信
するため、このシンポジウムに応募し、

Sabo works in Wakayama Prefecture
-Evolution through learning a lesson from 2011 disaster-

と題する論文の投稿が認められるとともに、10月2日には森川副課長と今田主査が
砂防課を代表してポスター発表を行いました。また、希望者にはポスターの発表内
容を紹介する機会が与えられたので、森川副課長がスピーチを行いました。
スピーチで用いた資料を以下に、投稿論文を別紙で公開します。
和歌山県は2014年に奈良市で開催されたINTERPRAEVENT2014に引き続き連続参加となります。

（会場内での写真撮影が禁止されておりましたので、掲載を控えます）

問い合わせ先
和歌山県県土整備部河川・下水道局砂防課 〒640-8585 和歌山市小松原通１－１TEL 073-441-3171














